


最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い宮﨑神宮神武さま　神賑行列

　
　
『

ひ
む
か

日
向
の
高
千
穂
の

　
　 

　
く霊

じ
ふ
る

た
け峰

に

　
　
　 

　
　
あ
も
　
　

天
降
り
ま
し
き
』

　
高
原
町
に
は
、
太
陽
神
天
照
大
神

の
孫
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が

た
か
ま
が
は
ら

高
天
原
か

ら
地
上
の
国
へ
降
り
立
っ
た
『
天
孫

降
臨
の
地
』、
初
代
神
武
天
皇
が
生
ま

れ
育
っ
た
『
神
武
天
皇
御
生
誕
の
地
』

な
ど
の
神
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
10
月
22
日
、
こ
の
よ
う
な
神
話
が

伝
え
ら
れ
る
本
町
で
『
日
本
発
祥
地

ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
御
神
幸
行
列
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
を
中
心
と
し
た
企
画
に
出
店
や
各

展
示
な
ど
が
並
び
、
会
場
は
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
む

　
今
回
の
日
本
発
祥
地
ま
つ
り
で
は
、

中
学
生
が
実
行
委
員
長
、
副
委
員
長

を
含
め
た
実
行
委
員
と
な
り
、
ま
つ

り
の
企
画
、
準
備
、
運
営
、
後
片
付

け
ま
で
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ス
テ
ー
ジ
の
司
会
進
行

や
自
分
た
ち
で
考
案
し
た
出
店
、
受

付
、
そ
の
他
様
々
な
役
割
を
務
め
、

ま
つ
り
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
高
原
町
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち

が
、
自
分
た
ち
が
住
む
町
は
『
日
本

発
祥
の
地
』
で
あ
る
と
誇
り
を
持
ち
、

町
の
発
展
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

時
を
越
え
て
繋
が
る

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
宮
﨑
神
宮
の

獅
子
舞
や

み
　
こ

巫
女
舞
、
雅
楽
の
奉
納
な

ど
が
あ
り
、
ま
つ
り
に
花
を
添
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
28
日
に
行
わ
れ
た
宮

﨑
神
宮
の
祭
事
『
神
武
さ
ま
』
の

し
ん
し
ん

神
賑

行
列
に
は
、
中
学
生
な
ど
当
実
行
委

員
が
参
加
し
、
神
武
天
皇
と
ゆ
か
り

の
深
い
相
互
間
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
高
原
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　
日
本
発
祥
地
ま
つ
り
の
実
行
委
員

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、「
ま

つ
り
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
々
や

ま
つ
り
の
中
心
と
な
る
中
学
生
に
ど

の
よ
う
に
接
す
れ
ば
良
い
の
か
」、

「
う
ま
く
高
原
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
」
な
ど
不
安
を
抱

い
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
活
動
を
す
る
中
で
、
不
安

が
楽
し
み
や
自
信
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
な
ぜ
な
ら
、
高
原
中
学
校
の
生
徒

が
ア
イ
デ
ア
を
沢
山
出
し
て
く
れ
て
、

当
日
ま
つ
り
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る

方
々
と
ま
つ
り
の
成
功
を
造
り
上
げ

る
事
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
を
機
に
、
来
年
の
実
行
委
員

会
の
参
加
人
数
が
増
加
し
て
、
新
た

な
伝
統
を
引
き
継
い
で
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
地
域
の
他
の
課
題
改
善
の

た
め
に
、
自
主
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
の
で
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
日
本
発
祥
地
ま
つ
り

INTERVIEW

日本発祥地まつり
実行委員長

松山 
ゆめか

夢華 さん
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３
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ず
ら
さ
な
い

ま
つ
り
高
原

　
　
　   

２
０
２
３

　
今
年
の
ま
つ
り
高
原
２
０
２
３
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
感
染

症
に
変
更
さ
れ
て
、
全
国
的
に
祭
り

再
開
の
機
運
が
高
ま
る
中
、
高
原
町

商
工
会
を
主
催
と
し
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
高
原
町
が
コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
な
活

気
を
取
り
戻
す
こ
と
を
願
い
企
画
を

練
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ス
テ
ー
ジ
や

花
火
で
多
く
の
拍
手
や
歓
声
が
あ
が

り
、
ま
た
盛
大
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
、
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
す
。

　
打
ち
上
げ
た
花
火
は
、
高
原
中
学

校
の
生
徒
に
楽
曲
を
依
頼
し
、
レ
ー

ザ
ー
と
シ
ン
ク
ロ
さ
せ
て
ラ
イ
ブ
感

を
演
出
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
ま
つ
り
高
原
が
無
事
に
開

催
で
き
ま
し
た
の
は
、
町
民
の
皆
様

や
ご
協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
様
を
は

じ
め
と
し
て
、
町
や
各
関
係
団
体
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
賜
物
で

ご
ざ
い
ま
す
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
10
月
22
日
、
高
原
町
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
ま
つ
り
高
原
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
商
工
会
青
年
部
主

催
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
部

員
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
開
催
が

難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
の

継
承
、
さ
ら
に
は
町
の
活
性
化
の

た
め
に
、
今
年
か
ら
商
工
会
全
体

で
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
原
町
が
『
日
本
発
祥

地
』
で
あ
る
こ
と
を
町
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
日
本
発
祥
地
ま

つ
り
と
同
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

や
出
店
が
並
び
、
会
場
は
大
勢
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
つ
り
高

原
の
代
名
詞
で
あ
る
花
火
大
会
で

は
、
夜
空
に
打
ち
上
る
大
き
な
花

火
と
、
音
と
光
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
、
会
場
は
歓
喜
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

INTERVIEW

まつり高原 2023

実行委員長

越智 信一 さん

副町長講話副町長講話

文化財文化財

郵送業務体験郵送業務体験

フレイル予防教室体験フレイル予防教室体験

　郵便物を仕分けしてまとめました。沢山の郵便

物があって大変でした。

感想

高原町役場職場体験学習

※これより下部は、宮地さん、山縣さんが作成したものです。

高原中学校２年　　　　　高原中学校２年高原中学校２年　　　　　高原中学校２年

　宮地 蒼生 　宮地 蒼生 さん　　　さん　　　

あ お いあ お い み さ きみ さ き

山縣 美咲 山縣 美咲 さんさん

　60 億円の予算で効果のある使い方をしているこ

とが分かりました。

　また、12 年前に新燃岳が噴火した時は、513 世

帯、1,158 人が避難勧告を受け、狭野小学校は休

校になるなど多くの被害を受けたということや当

時の状況なども教えていただきました。

　フレイルの語源は『虚弱』で、運動

によって予防することができると分か

りました。

　日頃から運動をするようにして、健

康に過ごせるように心がけたいです。

　体験中は 5 世帯の方が来られゴ

ミの分別をしました。

　実際にやってみると、とても難

しかったです。リサイクルできる

ものはリサイクルするように心が

けたいです。 　高原でも土の中から文化財

が発見されているというのを

知りませんでした。実際に持っ

てみたり初めての経験をしま

した。面白かったです‼　この２日間で学校生活ではできな

い体験をさせていただきました。

　その中には、自分の興味があるも

のもあったので、これからの生活に

活かしていきたいです。　　宮地

　この２日間、様々なことを体験す

ることができました。普段はできな

いようなことにも挑戦できて、とて

も楽しかったです。

　　　　　　　　　　　　　山縣

霧島美化センター霧島美化センター

感想

お問い合わせ先
総務課行政係　☎42‐２１１２

１日目１日目

２日目２日目

11月15日

11月16日

　11 月 15 日、16 日に高原中学校の宮地さん、山縣さんが高原

町役場で職場体験学習を行いました。その中で広報業務の体験

として、記事の執筆、レイアウト、写真撮影などを行い、今回

の職場体験学習について、１ページにまとめてもらいました。
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Town　Topics

災害災害時の飲食提供の支援協定を締結

　11 月７日、役場応接室にて、本町とキッチンカーグループ

を運営する Sun みや企画との間で『災害時における飲食の提

供に関する支援協定』の調印式が行われました。

　これは、本町で災害が発生した場合や発生することが想定

される場合に、本町からの要請により避難所にキッチンカー

が出向き、避難者に対して温かい食事の提供などを行うもの

です。Sun みや企画と自治体との協定締結は県内で本町が初

めてとなります。

高原高原町青少年健全育成町民大会を開催

　11 月３日、ほほえみ館神武ホールで、約 150 人の町民が参

加し、令和５年度高原町青少年健全育成町民大会が開催され

ました。

　大会では、元小林高校バスケットボール部監督であり、現

在は fine　lab. の代表をされている森億さんを講師に招

き、”『いじめ』や『パワハラ』がなくならない脳の仕組み”を

テーマに講演をいただきました。参加者からは「もっと話が

聞きたかった。」、「ほかの人にもぜひ聞いてほしい。」等の好

評の声が聞かれました。

　また、高原町読書感想画コンクール表彰式、町内小中学校

の代表者による、町内で日頃感じていることの意見や標語の

発表も行われ、会場からは大きな拍手が鳴り響きました。

◎各受賞者・発表者（順不同）

【読書感想画コンクール】

高原小学校１年　萬竹
みなみ

南実さん

高原小学校３年　織田
ゆうと

優杜さん

高原小学校５年　織田
たかと

崇杜さん

広原小学校１年　西元
いぶき

勇吹さん

狭野小学校１年　二宮
いろは

色葉さん

後川内小学校４年　寺坂
さくと

咲人さん

高原中学校２年　勝吉
の　の　か

野々花さん

後川内中学校２年　脇田
かすみ

霞澄さん

【青少年意見発表】

高原小学校６年　潮﨑
ゆ　め

優姫さん

広原小学校６年　時任
ゆ　い

柚衣さん

狭野小学校６年　山崎
しおり

史織さん

後川内小学校６年　松山
あいか

愛叶さん

高原中学校２年　今別府
たいせい

大聖さん

後川内中学校３年　入木
しんのすけ

信乃輔さん

【健全育成標語】

高原小学校６年　大浦
る　か

瑠華さん

広原小学校６年　�永
あ　み

絢美さん

狭野小学校６年　山崎
しおり

史織さん

後川内小学校６年　甲斐
あんず

安珠さん

高原中学校３年　八木
え　み　り

恵美里さん

後川内中学校３年　齊藤
かなで

奏音さん

まちのわだい

宮崎

　左から、重信さん、入佐さん、塩月さん　左から、重信さん、入佐さん、塩月さん

宮崎県知事表彰を受賞

　11月７日、令和５年度宮崎県社会福祉大会が宮崎市で開

催され、入佐睦子さん（西広原区）、塩月優子さん（上麓区）、

重信律子さん（上広原区）が宮崎県知事表彰（社会福祉功労、

民生委員・児童委員 特別表彰）を受賞されました。

　受賞された３名は、12年間の長きにわたり、民生委員・

児童委員として社会福祉の精神をもって地域住民の福祉増

進に尽くされました。今回の受賞は、社会福祉功労に対す

る功績が高く評価されたものです。

訓練訓練により火災に備える
　

　11 月５日、実際の火災に近い状況を再現した火災防ぎょ

訓練が実施されました。

　訓練では、霞神社駐車場付近で山林火災が発生したこと

を想定し、防火水槽からの長距離送水訓練により各消防団

相互の連携強化を図りました。

　山林火災は燃え広がると消火活動が大変困難になりま

す。タバコのポイ捨てやたき火の放置などは絶対にしない
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企業企業版ふるさと納税の推進を図る
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　少子高齢化が進み福祉への関心やニーズが年々高まって

いく中、これまで各法人が培ってきた知識や経験などを活

用して、より地域へ貢献できるよう連携・協働を行ってい

きます。
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高原小学校６年　大浦
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Town　Topics

災害災害時に備え協定を締結

　11月24日、町役場にて、本町と三井住友海上火災保険株式会

社宮崎支店との間で『損害調査結果の提供及び利用に関する協

定』の調印式が行われました。

　この協定は、町内での水害時において、三井住友海上火災保険

株式会社と契約されている方が被災された場合に、損害調査情

報を町に提供いただくことで、迅速な罹災証明書の発行を可能

とするもので、被災者の早期の生活再建の後押しになることが

期待されます。

電動電動キックボード体験会を実施
　

　11 月 19 日、皇子原公園にて電動キックボード体験会が実

施されました。

　これは昨年度、観光庁の補助事業を活用し導入したもの

で、今回は試験的に一般の方々に向け皇子原公園で実施した

ものです。体験された方は「楽しかった。」、「車に比べて気軽

に乗れる。」、「風が気持ちいい。」などと話されていました。

　また、同時開催で、５歳児までが乗れるランニングバイク

の体験会もあり、参加者は親子で楽しまれていました。

宮崎宮崎県市町村対抗駅伝競走大会
　　　　　　　　高原町選手団が決定！
　

　11 月 16 日、ほほえみ館にて第 14 回宮崎県市町村対抗駅

伝競走大会の高原町選手団激励会が行われました。

　当大会は、新春恒例の駅伝大会で、宮崎県庁をスタート・

ゴールとして、県内市町村が 12 区間で競い合います。

　高原町選手団は、前回の第 13 回大会において、町村の部第

３位の成績を収めており、これまでの大会でも優勝３回、準

優勝５回という優秀な成績を収めています。今年も素晴らし

い選手が集まり、町村の部優勝を目指しています。

　大会は１月８日に行われます。町民の皆さんの温かいご声

援をよろしくお願いします。

○高原町選手団（順不同）

【監　　　督】　西村四男さん　　【コーチ】　谷山裕亮さん・柳恭平さん　　【選考委員】　九嶋正人さん・酒匂政利さん

【小学生男子】　元明
けんすけ

健介さん・西川
ひかる

輝 さん・高原
じん

仁さん・吉田
りひろ

吏潤さん

【小学生女子】　�永
あ　み

絢美さん・元明
ゆ  き  な

優希菜さん・甲斐
あんず

安珠さん・小村
ま　な

真愛さん

【中学生男子】　弓場
こうき

光輝さん・永野
こうしろう

浩志朗さん・鳥井
ゆうすけ

勇助さん・工藤
ゆうや

佑椰さん

【中学生女子】　西水流
ちなみ

千波さん・�永
え　り　な

恵俐奈さん　　【高　校　生】　温水
えいしん

英真さん・石山
ひろき

弘樹さん

【一　　　般】　大迫涼司さん・福留大樹さん・柳恭平さん・�永拡二さん

【一般５０代】　田中博幸さん・石山公久さん

まちのわだい

町内町内小中学生が書道コンクールで入選

　この度、JA共済連宮崎主催によるJA共済小・中学生書道

コンクールが行われました。

　このコンクールには、県内から4万1,719点の応募があり、

その中で、町内の小・中学生４名が県の審査において見事

入選を果たしました。入選者は次のとおりです。

【宮崎県本部長賞　佳作】

　高原小学校３年　大迫
たいざん

泰山さん

　高原小学校３年　織田
ゆ う と

優杜さん

　高原小学校５年　大迫
 り あ な 

李海奈さん

　都城泉ヶ丘高附属中学校２年　増田
あきら

陽さん

　織田優杜さん　織田優杜さん

　増田陽さん　増田陽さん

　大迫泰山さん　大迫泰山さん

　大迫李海奈さん　大迫李海奈さん

植栽植栽を通して地域との交流を深める

　11月13日、高原中学校１年生と鹿児山区住民など約110

名が、県道29号線から鹿児山区のおてらん場に続く沿路に

つつじの植栽を行いました。

　この取組は、ふるさと教育の一環で、ふるさとを学びの

対象、学びの場として捉え、『人・もの・こと』から直接学び、

ふるさとに誇りを持ち、ふるさとを愛する心を育むことを

目的としています。

　今回の学びの場のおてらん場は、平成28年から整備が進

められており、今年度も高原町美しい村づくり推進事業、

高原町景観形成活動支援事業等を活用し、あじさい、つつ

じ、赤そばなどの植栽による地域コミュニティの構築及び

景観美化に取り組んでいます。

　植栽後は、小林警察署からSNSに関する防犯対策の講話

もしていただき、最後は、地域商社ツナガルたかはるが地

域の飲食店と協力して、収穫した赤そばを使用したそばの

振る舞いが行われました。

園児園児が『火の用心』を呼びかける
　

　11月９日、町内一円で秋の火災予防パレードが実施されま

した。

　これは 11 月９日から 11 月 15 日までの秋の全国火災予防

運動期間の一環として行われたものです。並木保育園の園児

の皆さんで結成されている『並木幼年消防クラブ』が、各消防

団の消防ポンプ自動車に同乗し、元気のいい、大きな声で火の

用心を呼びかけました。
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災害災害時に備え協定を締結
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株式会社と契約されている方が被災された場合に、損害調査情

報を町に提供いただくことで、迅速な罹災証明書の発行を可能

とするもので、被災者の早期の生活再建の後押しになることが

期待されます。

電動電動キックボード体験会を実施
　

　11 月 19 日、皇子原公園にて電動キックボード体験会が実

施されました。

　これは昨年度、観光庁の補助事業を活用し導入したもの

で、今回は試験的に一般の方々に向け皇子原公園で実施した

ものです。体験された方は「楽しかった。」、「車に比べて気軽

に乗れる。」、「風が気持ちいい。」などと話されていました。

　また、同時開催で、５歳児までが乗れるランニングバイク

の体験会もあり、参加者は親子で楽しまれていました。

宮崎宮崎県市町村対抗駅伝競走大会
　　　　　　　　高原町選手団が決定！
　

　11 月 16 日、ほほえみ館にて第 14 回宮崎県市町村対抗駅
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ゴールとして、県内市町村が 12 区間で競い合います。
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３位の成績を収めており、これまでの大会でも優勝３回、準

優勝５回という優秀な成績を収めています。今年も素晴らし

い選手が集まり、町村の部優勝を目指しています。

　大会は１月８日に行われます。町民の皆さんの温かいご声

援をよろしくお願いします。

○高原町選手団（順不同）

【監　　　督】　西村四男さん　　【コーチ】　谷山裕亮さん・柳恭平さん　　【選考委員】　九嶋正人さん・酒匂政利さん

【小学生男子】　元明
けんすけ

健介さん・西川
ひかる

輝 さん・高原
じん

仁さん・吉田
りひろ

吏潤さん
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あ　み

絢美さん・元明
ゆ  き  な

優希菜さん・甲斐
あんず

安珠さん・小村
ま　な

真愛さん

【中学生男子】　弓場
こうき

光輝さん・永野
こうしろう

浩志朗さん・鳥井
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ゆうや
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9  R5.12.1　No.752



最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

事業の利用で安心して子育てを事業の利用で安心して子育てを

【お問い合わせ先】 　　健康課子育て支援係　☎ 21－２４２３

　高原町では、子育てに関する様々な事業を実施しています。

　利用を希望される場合は、健康課　子育て支援係までご相談ください。

◎産後ケア
　対象者　　高原町に住所のある、産後１年未満の母親と赤ちゃん

　内　容　　母親の心と身体のケアや授乳相談・おっぱいケアなど、母親の悩みごとを聞き、必要とするケアや

　　　　　　アドバイスを助産師が提供します。

期 間

利 用 料 金

実 施 施 設

１回の利用で７泊８日まで

○生活保護・ひとり親家庭（非課税）：無料
○非課税世帯・ひとり親家庭（課税）：１泊２日1,100円
○その他の世帯：１泊２日2,300円

児童養護施設　石井記念神武の家

◎ショートステイ
　対象者　　２歳以上の子ども

　内　容　　保護者の病気、育児疲れ、出産、冠婚葬祭、出張などの理由で養育が一時的に困難となった場合に、

　　　　　　施設において養育します。

※実施施設の空き状況により、ご希望に添えない場合もあります。

◎一時預かり
　対象者　　未就学の子ども

　内　容　　保育施設で子どもをお預かりします。

※ご利用をご希望の際は保育施設へ直接お問い合わせください。保育施設の空き状況により、ご希望に添えない

場合もあります。

実 施 施 設

利 用 可 能 日 時

利 用 料 金
（ 1 日当たり）

並木保育園　42‐１２３９

月～金　８：00～17：00

遍照こども園　42‐４２４２

月～金　８：00～18：30

【３歳未満児】
  １日　1,500円
【３歳以上】
  １日　1,000円

【３歳未満児】
  ８：00～16：00　1,600円
  16：00～30分毎　100円
【３歳以上】
  ８：00～15：00　1,000円
  15：00～18：30　200円
※給食費：別途200円要

事 業 の 種 類 ➁通所型 ③訪問型

期 間 ・ 回 数 ５回まで ５回まで

利 用 料 金

無料 無料○課税世帯：１日3,000円
（例：１泊２日＝6,000円）
○非課税世帯：１日1,500円
○生活保護世帯：無料

①宿泊型

合計６泊７日まで（分割利用可能）

※利用希望の場合は、健康課　子育て支援係へのお問い合わせの上、事前の申請が必要です。

　
町
長
が
小
中
学
校
統
廃
合
の
最

終
方
針
を
決
定
し
、
準
備
委
員
会

が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
準
備
委
員
会
に
は
、
各
小
学
校

区
か
ら
代
表
者
と
し
て
区
長
、
民

生
委
員
児
童
委
員
、
幼
稚
園
や
保

育
所
等
の
園
長
や
所
長
、Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
、
公
募
に
よ
る
地
域
代
表
、

商
工
会
、
観
光
協
会
、
文
化
連
盟
、

伝
統
芸
能
保
存
会
、
町
内
学
校
長
、

中
学
生
等
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
31
日
行
わ
れ
た
本
会
で
は
、

令
和
８
年
度
に
開
校
す
る
新
し
い

学
校
の
教
育
基
本
方
針
を
策
定
す

テーマ『新しく生まれ変わる新学校では、

どんな子どもたちを育てていきたいですか。』

る
た
め
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の

思
い
や
願
い
を
伝
え
合
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
の
『
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
る
新
学
校
で
は
、
ど
ん
な
子
ど

も
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
で
す

か
』
を
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
や
経
験
、
日
頃
考
え
て
い
る
こ

と
な
ど
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
新
学
校

の
未
来
へ
の
希
望
、
高
原
町
の
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
思
い

が
伝
わ
る
充
実
し
た
会
で
し
た
。

令
和
５
年
度

　
高
原
町
小
中
一
貫
教
育
校

　
　
　
　
　
　
　
準
備
委
員
会
開
催

日  時  令和５年 10月 31 日（火） 

　　　　14時 30 分～ 16時 30 分

場  所  高原中学校  ミーティングルーム 他

出席者  準備委員会委員 36名  事務局８名  

　　　　生徒７名  商工会代表等 10名 （計 61名）

▼ ワークショップで出た内容（一部）

▲ ワークショップの様子

▲ 全体会の様子

※次回は 12月 26 日（火）、

14時 30 分から高原中学校で開催

【お問い合せ先】

教育総務課学校教育係　☎ 42‐１４８４

自分の思いや
考えを

言える子ども

高原で
働く子ども 元気な子ども

ネットと
上手く付き合
える子ども

嘘をつかない
子ども

最後まで
やり抜く
子ども

自他のよさを
認める子ども

ふるさとを
愛する子ども

夢をもった
子ども

思いやりの
ある子ども

あいさつが
できる子ども

感謝の
気持ちを
もつ子ども

人の気持ちが
考えられる
子ども

情報を
整理できる
子ども

友達を
たくさん
作れる子ども

親孝行する
子ども

趣味や特技を
伸ばせる
子ども

粘り強く学ぶ
子ども

高原の伝統を
引き継ぐ
子ども

広報たかはる 10



ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

事業の利用で安心して子育てを事業の利用で安心して子育てを

【お問い合わせ先】 　　健康課子育て支援係　☎ 21－２４２３

　高原町では、子育てに関する様々な事業を実施しています。

　利用を希望される場合は、健康課　子育て支援係までご相談ください。

◎産後ケア
　対象者　　高原町に住所のある、産後１年未満の母親と赤ちゃん

　内　容　　母親の心と身体のケアや授乳相談・おっぱいケアなど、母親の悩みごとを聞き、必要とするケアや

　　　　　　アドバイスを助産師が提供します。

期 間

利 用 料 金

実 施 施 設

１回の利用で７泊８日まで

○生活保護・ひとり親家庭（非課税）：無料
○非課税世帯・ひとり親家庭（課税）：１泊２日1,100円
○その他の世帯：１泊２日2,300円

児童養護施設　石井記念神武の家

◎ショートステイ
　対象者　　２歳以上の子ども

　内　容　　保護者の病気、育児疲れ、出産、冠婚葬祭、出張などの理由で養育が一時的に困難となった場合に、

　　　　　　施設において養育します。

※実施施設の空き状況により、ご希望に添えない場合もあります。

◎一時預かり
　対象者　　未就学の子ども

　内　容　　保育施設で子どもをお預かりします。

※ご利用をご希望の際は保育施設へ直接お問い合わせください。保育施設の空き状況により、ご希望に添えない

場合もあります。

実 施 施 設

利 用 可 能 日 時

利 用 料 金
（ 1 日当たり）

並木保育園　42‐１２３９

月～金　８：00～17：00

遍照こども園　42‐４２４２

月～金　８：00～18：30

【３歳未満児】
  １日　1,500円
【３歳以上】
  １日　1,000円

【３歳未満児】
  ８：00～16：00　1,600円
  16：00～30分毎　100円
【３歳以上】
  ８：00～15：00　1,000円
  15：00～18：30　200円
※給食費：別途200円要

事 業 の 種 類 ➁通所型 ③訪問型

期 間 ・ 回 数 ５回まで ５回まで

利 用 料 金

無料 無料○課税世帯：１日3,000円
（例：１泊２日＝6,000円）
○非課税世帯：１日1,500円
○生活保護世帯：無料

①宿泊型

合計６泊７日まで（分割利用可能）

※利用希望の場合は、健康課　子育て支援係へのお問い合わせの上、事前の申請が必要です。
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

　

早
い
も
の
で
、
今
年
も
余
す
と
こ

ろ
あ
と
１
か
月
足
ら
ず
と
な
り
ま

し
た
。
12
月
は
『
師
走
｟
し
わ
す
｠』

と
い
う
言
い
方
が
あ
り
ま
す
が
、
言

葉
の
由
来
と
し
て
は
、「
僧
侶
が
法

要
な
ど
で
こ
の
月
は
多
忙
で
走
り
回

る
よ
う
に
な
る
。」
と
い
う
意
味
か

ら
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
説
が
あ
り

ま
す
。
僧
侶
に
限
ら
ず
年
内
に
仕
事

の
区
切
り
を
つ
け
て
お
き
た
い
と

か
、
年
末
に
家
の
掃
除
を
家
族
で
取

り
掛
か
る
と
か
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
も
忙
し
い
月
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

『
い
っ
ぺ
こ
っ
ぺ
高
原
』
と
し
て

は
今
年
最
後
と
な
り
ま
す
の
で
、

私
な
り
に
高
原
町
の
主
な
出
来
事

を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

高
原
町
で
は
、
昨
年
に
続
き
台

風
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

台
風
６
号
に
よ
り
８
月
９
日
に
は

本
町
で
は
初
め
て
と
な
る
線
状
降

水
帯
が
発
生
し
、
短
時
間
の
大
雨

に
よ
り
大
規
模
な
山
林
崩
壊
が
数

箇
所
で
起
こ
り
、
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

　

崩
壊
し
た
土
砂
や
倒
木
を
撤
去

し
な
が
ら
応
急
復
旧
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
山
林
法
面
や
一
部
の

町
道
で
は
被
害
が
大
き
く
、
こ
れ

か
ら
復
旧
工
事
に
着
手
す
る
箇
所

も
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
大

変
な
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
お
り

ま
す
が
、
早
期
復
旧
に
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
高
原
町
の
重
要
課
題

で
あ
り
ま
す
『
町
立
病
院
事
業
の

運
営
』
と
『
小
中
学
校
の
統
廃
合
』

に
つ
い
て
、
町
内
全
域
22
会
場
で

７
月
19
日
か
ら
９
月
３
日
に
か
け

て
町
政
報
告
会
を
開
催
し
、
進
め

方
の
方
針
を
決
定
し
、
10
月
に
４

会
場
で
方
針
の
内
容
に
つ
い
て
町

民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま

た
、
学
校
統
廃
合
で
は
、
町
内
４

小
学
校
区
で
保
護
者
へ
の
説
明
を

行
い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
ま

し
た
。
説
明
会
に
は
、
い
ず
れ
の

会
場
で
も
多
く
の
出
席
者
が
あ
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
私
の
説
明
を

真
剣
に
聴
い
て
頂
き
、
活
発
な
ご

質
問
や
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

町
立
病
院
は
、
令
和
６
年
２
月

か
ら
常
勤
医
師
が
２
人
以
上
の
体

制
と
な
る
見
通
し
と
な
り
、
令
和

６
年
４
月
か
ら
病
床
を
現
在
の
56

床
か
ら
16
床
を
休
床
し
、
40
床
の

病
院
と
し
て
、
入
院
・
外
来
及
び

救
急
診
療
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

小
中
学
校
の
統
廃
合
は
、
小
学

校
３
校
｟
広
原
・
狭
野
・
後
川
内
｠

を
高
原
小
学
校
に
後
川
内
中
学
校

を
高
原
中
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
統
合

し
、
既
存
の
校
舎
を
活
用
し
た
施

設
分
離
型
小
中
一
貫
教
育
校
を
令

和
８
年
度
に
設
置
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
跡
地
に
つ

い
て
は
、
速
や
か
に
地
域
活
性
化

に
向
け
た
検
討
を
始
め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
様
々
な
検
討
事
項
や
課

題
が
出
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
解
決
に

真
摯
に
取
組
み
な
が
ら
、
実
現
に

向
け
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

初
氷
客
を
気
遣
う
亭
主
か
な

石つ
わ

蕗ぶ
き

に
恋
の
駆
け
引
き
二
蝶
舞
う

山
茶
花
の
ピ
ン
ク
一
輪
か
ば
ん
差
す

藁
こ
づ
み
母
の
ぬ
く
も
り
思
は
せ
る

吹
き
溜
ま
る
庭
の
落
ち
葉
を
掃
き
清
む

冬
ざ
れ
て
な
お
も
目
に
入
る
戦
禍
の
子

暦
売
り
子
牛
を
撫
で
て
去
り
に
け
り

桜
木
も
裸
に
な
り
し
初
時
雨

注し

連め

作つ
く
り

父
に
習
ひ
し
昭
和
か
な

夜
警
車
の
声
よ
今
夜
も
あ
り
が
と
う

内　

村　

登
志
美

入　

佐　

典　

子

田　

中　

廣　

子

岩　

﨑　

富
美
子

小　

村　

明　

子

今　

西　

由
美
子

坂　

元　

孝　

徳

佐
土
原　

武　

幸

横　

田　
　
　

修

中　

園　

直　

子

十
二
月
号 

　
　
　
高
原

今
年
を
振
り
返
っ
て

　大きな地震が発生した時には、慌てず冷静に対応

することが命を守ることにつながります。次のよう

な行動が大切です。

○緊急地震速報の活用

　最大震度５弱以上、または長周期地震動階級３以

上を予想した場合、テレビやラジオ、携帯電話など

を通じて、緊急地震速報が発表されます。速報の発

表から強い揺れが来るまでの時間は、数秒から数十

秒です。この速報は必ず的中するとは限りません

が、自分の身を守るため、最大限に活用しましょう。

※震源に近い地域では緊急地震速報が強い揺れに

間に合わないこともあります。

○地震が発生したら

　地震が発生したら、慌てずに身の安全を確保する

ことが大事です。

・机の下に入り身の安全を確保する

・家具から離れる

・クッション、雑誌などで頭を保護する

○揺れがおさまったら

・台所やストーブなどの火の始末、火元の確認をする

・避難する前にガスの元栓、電気のブレーカーを切る

・家族の安全の確認、確保をする

・ドアや窓を開けて避難のための出口の確保を行う

○避難を行う場合

・家屋倒壊などの恐れがあれば避難する

・災害情報、避難情報を入手する

・非常持出品はリュックサックに入れて背負い、両

　手が使えるようにする

・避難場所へ移動するときは、狭い道、塀のそば、川

　べりなどの危険箇所は避けて避難する

○避難するときの服装

・長袖・長ズボンを着用する

・ヘルメットや防災ずきん等を被って頭を保護する

・軍手等の手袋をはめる

・靴は底が厚く丈夫で、履き慣れたものにする

　また、地震発生後数日間は、崩れそうな建物や河

川、崖などには近づかないようにし、水道、ガス、電

気、電話等のライフライン、食糧の供給が途絶える

可能性があるので、最低３日分、できれば１週間分

の生活必需品や非常用品を備えておきましょう。

防災関連連載　　Vol.48

「高原町メールサービス」では、防災関連情報をメール配信しています。    

下記の URL に空メールを送るか、右記の QR コードを読み取る事で、登録することができます。

町民の皆さんの登録をお願いします。

URL:t-takaharu@sg-p.jp( 空メールをお送りください。）

地震発生時の身の安全確保について

　　

　　　

　令和５年６月１日から特定・長寿健診が開始さ

れていますが、健診対象者の皆さんは、健診を済ま

されていますか。令和５年度の健診日が残り少なく

なっています。これから健診を希望される方は、申

込をお急ぎください。

　

〇個別健診の受付

　ご自身の都合の良い日時を選択でき、西諸管内の

指定医療機関で受診できます。受診の際は、被保険

者証及び５月下旬に交付された特定健康診査及び

長寿健康診査の受診券が必要です。

　健診が受診できる期限は、原則、令和６年１月31

日（水）までです。

　なお、指定医療機関によっては、受付ができない

場合がありますので、あらかじめご了承ください。

〇集団健診の受付

　令和５年度の申込受付は、令和５年12月１日（金）

をもって終了しました。

〇特定健診及び長寿健診の対象者

特定健診対象者：高原町国民健康保険加入者で40

歳から74歳までの方。

長寿健診対象者：高原町に住民登録のある後期高

齢者医療保険加入者。

お問い合わせ先

  　町民課保険係　　☎42-１０６７

～ 特定・長寿健診のご案内 ～～ 特定・長寿健診のご案内 ～
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　大きな地震が発生した時には、慌てず冷静に対応

することが命を守ることにつながります。次のよう

な行動が大切です。

○緊急地震速報の活用

　最大震度５弱以上、または長周期地震動階級３以

上を予想した場合、テレビやラジオ、携帯電話など

を通じて、緊急地震速報が発表されます。速報の発

表から強い揺れが来るまでの時間は、数秒から数十

秒です。この速報は必ず的中するとは限りません

が、自分の身を守るため、最大限に活用しましょう。

※震源に近い地域では緊急地震速報が強い揺れに

間に合わないこともあります。

○地震が発生したら

　地震が発生したら、慌てずに身の安全を確保する

ことが大事です。

・机の下に入り身の安全を確保する

・家具から離れる

・クッション、雑誌などで頭を保護する

○揺れがおさまったら

・台所やストーブなどの火の始末、火元の確認をする

・避難する前にガスの元栓、電気のブレーカーを切る

・家族の安全の確認、確保をする

・ドアや窓を開けて避難のための出口の確保を行う

○避難を行う場合

・家屋倒壊などの恐れがあれば避難する

・災害情報、避難情報を入手する

・非常持出品はリュックサックに入れて背負い、両

　手が使えるようにする

・避難場所へ移動するときは、狭い道、塀のそば、川

　べりなどの危険箇所は避けて避難する

○避難するときの服装

・長袖・長ズボンを着用する

・ヘルメットや防災ずきん等を被って頭を保護する

・軍手等の手袋をはめる

・靴は底が厚く丈夫で、履き慣れたものにする

　また、地震発生後数日間は、崩れそうな建物や河

川、崖などには近づかないようにし、水道、ガス、電

気、電話等のライフライン、食糧の供給が途絶える

可能性があるので、最低３日分、できれば１週間分

の生活必需品や非常用品を備えておきましょう。

防災関連連載　　Vol.48

「高原町メールサービス」では、防災関連情報をメール配信しています。    

下記の URL に空メールを送るか、右記の QR コードを読み取る事で、登録することができます。

町民の皆さんの登録をお願いします。

URL:t-takaharu@sg-p.jp( 空メールをお送りください。）

地震発生時の身の安全確保について

　　

　　　

　令和５年６月１日から特定・長寿健診が開始さ

れていますが、健診対象者の皆さんは、健診を済ま

されていますか。令和５年度の健診日が残り少なく

なっています。これから健診を希望される方は、申

込をお急ぎください。

　

〇個別健診の受付

　ご自身の都合の良い日時を選択でき、西諸管内の

指定医療機関で受診できます。受診の際は、被保険

者証及び５月下旬に交付された特定健康診査及び

長寿健康診査の受診券が必要です。

　健診が受診できる期限は、原則、令和６年１月31

日（水）までです。

　なお、指定医療機関によっては、受付ができない

場合がありますので、あらかじめご了承ください。

〇集団健診の受付

　令和５年度の申込受付は、令和５年12月１日（金）

をもって終了しました。

〇特定健診及び長寿健診の対象者

特定健診対象者：高原町国民健康保険加入者で40

歳から74歳までの方。

長寿健診対象者：高原町に住民登録のある後期高

齢者医療保険加入者。

お問い合わせ先

  　町民課保険係　　☎42-１０６７

～ 特定・長寿健診のご案内 ～～ 特定・長寿健診のご案内 ～
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

保
育
所
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

入
所
・
入
会
申
し
込
み
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
認
可
保
育
所
等
の
入
所

申
込
み
及
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入

会
申
込
み
の
受
付
を
次
の
と
お
り
開
始

し
ま
す
。

　
な
お
、
提
出
書
類
等
は
、
健
康
課(

ほ
ほ

え
み
館
内)

や
保
育
所
等
、
各
児
童
ク
ラ

ブ
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

○
期
間
　

　
12
月
11
日｟
月
｠～
12
月
15
日｟
金
｠

　
午
後
４
時
～
午
後
７
時

○
場
所
　
ほ
ほ
え
み
館
中
研
修
室

○
そ
の
他

・
受
付
期
間
以
外
で
も
申
込
み
は
受
付

い
た
し
ま
す
が
、
定
員
を
超
え
る
よ

う
な
場
合
は
、
期
間
内
に
申
請
さ
れ

た
方
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
申
込
方
法
や
必
要
な
提
出
書
類
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
21‐

２
４
２
３

第
75
回
人
権
週
間

　
　
「
誰
か
」の
こ
と
じ
ゃ
な
い

　
12
月
４
日
か
ら
同
月
10
日
ま
で
は
、

「
第
75
回
人
権
週
間
」で
す
。

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
12
月
10
日
の
「
人
権
デ
ー
」
を

最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
、
世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を
訴
え

る
と
と
も
に
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高

揚
を
図
る
た
め
の
各
種
人
権
啓
発
活
動

を
行
い
ま
す
。

«
人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
街
の
相
談

パ
ー
ト
ナ
ー
»

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
市
区
町
村
長
か
ら

推
薦
さ
れ
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
方
で

す
。各
地
区
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

法
務
局
や
各
地
区
の
特
設
相
談
所
等
に

お
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
人
権
相
談
に

応
じ
た
り
、
地
域
の
人
権
尊
重
思
想
に
基

づ
い
た
思
い
や
り
の
心
を
広
め
る
た
め

の
人
権
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
本
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次
の

方
々
で
す
。

・
高
原
小
学
校
区
　
新
福
美
代
子
さ
ん

・
広
原
小
学
校
区
　
新
福
正
敏
さ
ん

・
狭
野
小
学
校
区
　
久
保
田
光
信
さ
ん

・
後
川
内
小
学
校
区
　
大
山
英
子
さ
ん

«
人
権
・
な
や
み
ご
と
相
談
所
開
設
»

　
高
原
町
で
は
、
第
75
回
人
権
週
間
に
合

わ
せ
、
人
権
・
な
や
み
ご
と
相
談
所
｟
特

設
人
権
相
談
所
｠を
開
設
し
ま
す
。

○
日
時
　
12
月
７
日｟
木
｠

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所
　
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

ほ
ほ
え
み
館

※

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
相
談
窓
口

　
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
☎
０
９
８
６‐

22‐

０
４
９
０

認可保育所等

放課後児童クラブ

相
　
　
談

Town　Information

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

　
仕
事
や
学
業
な
ど
で
、
平
日
の
開
庁
時

間
内
に
窓
口
へ
来
ら
れ
な
い
方
の
た
め
、

左
記
の
日
程
で
窓
口
時
間
の
延
長
と
休

日
の
窓
口
開
設
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

〖
12
月
の
延
長
窓
口
〗

○
日
時
　
12
月
14
日｟
木
｠

　
午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階

　
町
民
課
住
民
係

〖
12
月
の
休
日
開
庁
〗　

　※

事
前
予
約
が
必
要

○
日
時
　
12
月
24
日｟
日
｠

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
｟
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
｠

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階

　
町
民
課
住
民
係

○
予
約
締
切
日
　
12
月
20
日｟
水
｠

　
午
後
５
時
ま
で

※

定
員
に
な
り
次
第
、
予
約
を
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
注
意
事
項

・
休
日
開
庁
に
つ
い
て
は
予
約
制
で
す

の
で
、必
ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
が
０
件
の
場
合
、
開
庁
い
た

し
ま
せ
ん
。

・
正
面
玄
関
は
施
錠
さ
れ
て
い
る
た
め
、

役
場
西
側
｟
小
学
校
側
｠
か
ら
お
入
り

く
だ
さ
い
。

・
窓
口
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
手
続
き
の
み
受
付
け
ま
す
。
紛

失
等
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
再
交
付
｟
有
料
｠
は
、
平
日
の
み
の
受

付
け
と
な
り
ま
す
。
各
種
証
明
書
の
発

行
や
住
民
異
動
届
は
受
付
け
で
き
ま

せ
ん
。

・
15
歳
未
満
の
方
の
手
続
き
は
、
法
定
代

理
人
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。
本
町

の
シ
ス
テ
ム
に
て
同
一
世
帯
の
続
柄

が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
法
定
代
理

人
と
本
人
の
関
係
を
確
認
で
き
る
戸

籍
謄
本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
課
住
民
係

　
☎
42‐

１
０
６
７

　
Ｅ
メ
ー
ル

　cyoumin@town.takaharu.lg.jp

宮
崎
県
最
低
賃
金
が
改
正

　
宮
崎
県
で
は
、
令
和
５
年
10
月
６
日
か

ら
最
低
賃
金
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

〇
改
正
内
容

　
時
間
額
８
９
７
円｟
44
円
引
き
上
げ
｠

〇
そ
の
他

・
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
を
含
め
た
全
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

・
宮
崎
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
　
賃
金
室

　
☎
０
９
８
５‐

38‐

８
８
３
６

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０

０
の
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
２
０
２
４
年
度
第
１
学
期

｟
４
月
｠
に
入
学
す
る
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

〇
募
集
学
生
の
種
類

〖
教
養
学
部
〗

・
科
目
履
修
生

　
半
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修

・
選
科
履
修
生

　
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修

・
全
科
履
修
生

　
４
年
以
上
在
学
し
、
卒
業
を
目
指
す

〖
大
学
院
〗

・
修
士
科
目
生

　
半
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修

・
修
士
選
科
生

　
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修

〇
出
願
期
間

　
第
１
回
　
11
月
26
日
｟
日
｠

　
　
　
　
　
～
２
月
29
日
｟
木
｠

　
第
２
回
　
３
月
１
日
｟
金
｠

　
　
　
　
　
～
３
月
12
日
｟
火
｠

〇
そ
の
他

・
資
料
請
求
は
無
料
で
す
。
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
８
２-

53-

１
８
９
３

募
　
　
集

お
知
ら
せ

まちの掲示板
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保
育
所
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

入
所
・
入
会
申
し
込
み
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
認
可
保
育
所
等
の
入
所

申
込
み
及
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入

会
申
込
み
の
受
付
を
次
の
と
お
り
開
始

し
ま
す
。

　
な
お
、
提
出
書
類
等
は
、
健
康
課(

ほ
ほ

え
み
館
内)

や
保
育
所
等
、
各
児
童
ク
ラ

ブ
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

○
期
間
　

　
12
月
11
日｟
月
｠～
12
月
15
日｟
金
｠

　
午
後
４
時
～
午
後
７
時

○
場
所
　
ほ
ほ
え
み
館
中
研
修
室

○
そ
の
他

・
受
付
期
間
以
外
で
も
申
込
み
は
受
付

い
た
し
ま
す
が
、
定
員
を
超
え
る
よ

う
な
場
合
は
、
期
間
内
に
申
請
さ
れ

た
方
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
申
込
方
法
や
必
要
な
提
出
書
類
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
21‐

２
４
２
３

第
75
回
人
権
週
間

　
　
「
誰
か
」の
こ
と
じ
ゃ
な
い

　
12
月
４
日
か
ら
同
月
10
日
ま
で
は
、

「
第
75
回
人
権
週
間
」で
す
。

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
12
月
10
日
の
「
人
権
デ
ー
」
を

最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
、
世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を
訴
え

る
と
と
も
に
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高

揚
を
図
る
た
め
の
各
種
人
権
啓
発
活
動

を
行
い
ま
す
。

«
人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
街
の
相
談

パ
ー
ト
ナ
ー
»

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
市
区
町
村
長
か
ら

推
薦
さ
れ
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
方
で

す
。各
地
区
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

法
務
局
や
各
地
区
の
特
設
相
談
所
等
に

お
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
人
権
相
談
に

応
じ
た
り
、
地
域
の
人
権
尊
重
思
想
に
基

づ
い
た
思
い
や
り
の
心
を
広
め
る
た
め

の
人
権
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
本
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次
の

方
々
で
す
。

・
高
原
小
学
校
区
　
新
福
美
代
子
さ
ん

・
広
原
小
学
校
区
　
新
福
正
敏
さ
ん

・
狭
野
小
学
校
区
　
久
保
田
光
信
さ
ん

・
後
川
内
小
学
校
区
　
大
山
英
子
さ
ん

«
人
権
・
な
や
み
ご
と
相
談
所
開
設
»

　
高
原
町
で
は
、
第
75
回
人
権
週
間
に
合

わ
せ
、
人
権
・
な
や
み
ご
と
相
談
所
｟
特

設
人
権
相
談
所
｠を
開
設
し
ま
す
。

○
日
時
　
12
月
７
日｟
木
｠

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所
　
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

ほ
ほ
え
み
館

※

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
相
談
窓
口

　
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
☎
０
９
８
６‐

22‐

０
４
９
０

認可保育所等

放課後児童クラブ

相
　
　
談

Town　Information
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現住人口調査

令和５年 11 月１日現在

人口の動き

町の現住人口 前月比 前年同月比

総人口

男

女

世帯数

(人 )

( 人 )

( 人 )

( 世帯 )

8,137

3,871

4,266

3,648

-32 -225

-18 -120

-14 -105

-10 -69

転入 ９

転出 23 死亡 19

出生 １

●お問い合わせ先

警察安全相談　☎＃９１１０　

小林警察署　☎23－０１１０ 

10 月の交通事故発生状況

10 月の出動状況

１１０番
　　　だより

１１９番
　　　だより

物損　　10

人身　　２ 年計　　13

年計　 132

　不審に思ったりトラブルに遭った場合は、警察安全

相談又は最寄りの警察署にご連絡ください。

●中央公民館図書室

　開室時間　平日　８：30 ～ 17：00　休日　10：00 ～ 16：00

　閉室日　　12月の閉室日　16日（土）、17日（日）

　　　　　　年末年始      12月29日（金）～１月３日（水）

　　　　　　１月の閉室日　７日(日)、８日(月)

　※急遽、休みになる場合がございます。ご了承ください。

●お問い合わせ先　

　教育総務課社会教育係

　☎42-１４８４

まだ見ぬ一冊に

　　　　出会う旅

オススメ新着本①

オススメ新着本②

寄付 社会福祉協議会へ

10 月受付分・敬称略

香典返し

☆ありがとうございました。

役場 分館 高原小学校

高原
病院

町体
育館

図書室
★

【遺族】　　　　【続柄】　　【故人】　　　【地区名】

田上ツユ　　　　夫　　　 重美　　　　上麓区

柴田雪子　　　　夫　　　 俊雄　　　　上麓区

黒木恵太　　　　母　　　 美保子      花堂区

　10 月中、高原町で火災

はありませんでした。

　引き続き、火の取扱いには十分注意しましょう。

火災　　０

救急　　38 年計　 384

年計　　７

　読むとじんわり心が温かくな

るエッセイ 42 話が収録されてお

り、１話が４ページという隙間

時間に読みやすい構成となって

いる。感動したり、笑えたり、

心が優しくなれる一冊。

志麻さん式定番家族ごはん

著者／タサン志麻　　発行所／日経ＢＰ

　フランスの調理学校で学び、三

ツ星レストランで修業後、日本の

老舗フレンチレストラン等で15

年のキャリアを積んだ志麻さん

ならではのとっておきレシピ35。

志麻さんの下ごしらえしない、特

別な材料・調味料・道具は使わ

ない、手間をかけない「しないワザ」が満載。フランス人

の夫と二人の息子さんの子育て中の志麻さん。夫のフ

ランス流子育てコラムやフレンチが子育てにおすすめ

の理由等掲載されており、子育て世代にもおすすめ。

「ありがとう」という日本語にありがとう

著者／山本孝弘　　発行所／ＪＤＣ出版

突然の警告！詐欺の可能性があります‼

　インターネットを利用中に、突然、ウイルス感染の警

告画面が表示され警告音が鳴ることがありますが、こ

れはほとんどが偽の警告です。

　警告画面に記載されている連絡先には絶対に電話し

ないでください。

画面を消せない時の対処法

画面の閉じる × が表示されていなかったり、押す

ことができなかったりします。そんな時は…

①キーボード左上のEsc（エスケープキー）を長押し
して、一回り小さくなった警告画面の右上に表示
される × 閉じるを押す。

②電源ボタンを長押ししてパソコンを強制終了さ
せる。

広報たかはる 16



12 月のカレンダー

　

心
地
よ
い
冬
晴
れ
の
続
く
こ

の
ご
ろ
、
師
走
を
迎
え
何
か
と

忙
し
く
な
る
こ
と
か
と
思
い
ま

す
。

　

さ
て
、
今
月
号
の
表
紙
は
日

本
発
祥
地
ま
つ
り
の
御
神
幸
行

列
の
様
子
で
す
。
今
回
の
日
本

発
祥
地
ま
つ
り
は
、
中
学
生
が

実
行
委
員
を
務
め
、
企
画
か
ら

運
営
ま
で
様
々
な
場
面
で
活
躍

し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
青
少
年
健
全
育
成
町

民
大
会
で
も
、
小
学
生
や
中
学

生
が
、
自
分
た
ち
の
住
む
高
原

町
を
思
う
気
持
ち
が
強
く
伝
わ

る
作
品
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

　

自
分
が
子
ど
も
の
頃
は
、

も
っ
と
ぼ
ー
っ
と
生
き
て
た
気

が
す
る
け
ど
、
最
近
の
子
ど
も

た
ち
は
す
ご
い
な
ー
と
感
心
す

る
と
共
に
、
こ
の
子
ど
も
た
ち

に
負
け
な
い
よ
う
高
原
町
の
た

め
に
頑
張
ら
な
い
と
と
、
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

 

石
ヶ
野

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

8 金
生涯学習講座
（音を楽しむ） 講師宅 9:30 ～ 11:00 教育総務課

9 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

10 日
リサイクル・有害・その他
ごみの日

各リサイクル
集積所 7:30 ～ 9:00 町民課

11 月

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

令和6年度認可保育所等
入所申込み ほほえみ館 16:00 ～ 19:00 健康課

令和6年度放課後
児童クラブ入会申込み ほほえみ館 16:00 ～ 19:00 健康課

12 火

皇子原学園（パン作り） ほほえみ館
食改善室 9:00 ～ 12:00 教育総務課

母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

令和6年度認可保育所等
入所申込み ほほえみ館 16:00 ～ 19:00 健康課

令和6年度放課後
児童クラブ入会申込み ほほえみ館 16:00 ～ 19:00 健康課

13 水

生涯学習講座
（家庭教育支援） 中央公民館 9:30 ～ 11:00 教育総務課

育児学級（要予約） ほほえみ館 13:30 ～ 15:00 健康課
廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民課
令和6年度認可保育所等
入所申込み ほほえみ館 16:00 ～ 19:00 健康課

令和6年度放課後
児童クラブ入会申込み ほほえみ館 16:00 ～ 19:00 健康課

14 木

生涯学習講座（一貫張り） 講師宅 9:30 ～ 11:30 教育総務課

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課
令和6年度認可保育所等
入所申込み ほほえみ館 16:00 ～ 19:00 健康課

令和6年度放課後
児童クラブ入会申込み ほほえみ館 16:00 ～ 19:00 健康課

15 金

生涯学習講座
（歴史・文化財） 中央公民館 9:30 ～ 11:00 教育総務課

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

令和6年度認可保育所等
入所申込み ほほえみ館 16:00 ～ 19:00 健康課

令和6年度放課後
児童クラブ入会申込み ほほえみ館 16:00 ～ 19:00 健康課

16 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

17 日
第2回日本発祥の地
たかはる健幸駅伝競走大会 町内 7:30 ～ 12:00

（予定） 教育総務課

集団健（検）診 ほほえみ館 8:30 ～ 10:30 健康課

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課
18 月

19 火

1歳6か月児健康診査 ほほえみ館 13:00 ～ 13:30
受付 健康課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

20 水
オレンジカフェたかはい
さの

南狭野区
東前野班 14:00 ～ 16:00 福祉課

廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民課

21 木
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

22 金 乳幼児相談 ほほえみ館 9:30 ～ 10:00
受付 健康課

23 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課
24 日

25 月

26 火

オレンジカフェたかはい
上麓

上麓区
霧島団地前班 10:00 ～ 12:00 福祉課

母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

27 水 廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民課
28 木

29 金
霧島美化センター臨時
稼働日（粗大・リサイクル
品・不燃・古紙）

霧島美化
センター

8:30 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00 町民課

30 土
霧島美化センター臨時
稼働日（粗大・リサイクル
品・不燃・古紙）

霧島美化
センター

8:30 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00 町民課

31 日

1 月のカレンダー

1 月 ● 元日

2 火

3 水

4 木

5 金
令和6年高原町はたちの
集い

ほほえみ館
神武ホール 10:00 ～ 12:00 教育総務課

6 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課
7 日

今月は、国民健康保険税（7期）、

後期高齢者医療保険料（6期）、

介護保険料（7期）の納期です。

高原町ホームページ
ＱＲコード

編
集
後
記
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facebook

　公式マスコットキャラクター『たかぼー』と『はるちゃん』

が、新たな仲間たちと一緒に、観光、商工業などを中心に

ルンルンと楽しくなるような高原町のスポットや食べ物、

イベントなどを発信しています！

高原町のＳＮＳを、ぜひご覧ください！ X( 旧 twitter)

　　　　　野村 諭史 さん（代表）・フミ代 さん・健一 さん　　　　　野村 諭史 さん（代表）・フミ代 さん・健一 さん

　９月に行われたジャパン・フード・セレクションに

おいて、ケーキハウスくるみの里が出品した『ふーちゃ

んのチーズバー』が見事金賞を受賞しました。

　ふーちゃんのチーズバーは、お店をオープンする 15

年以上前から手掛けており、試行錯誤を重ねてきた商品

で、審査員からも完成度の高さが評価されました。

　ケーキハウスくるみの里は、これまでフミ代さん、健

一さんの２人で営んでこられましたが、昨年末、諭史さ

んが継承され、新たなアイデアや意見を取り入れながら

家族３人で商品の開発、改良に取り組んでいます。

　「これからも、皆さんに美味しい商品を届けられるよ

　　う頑張っていきたい。」と話されていました。

　９月に行われたジャパン・フード・セレクションに

おいて、ケーキハウスくるみの里が出品した『ふーちゃ

んのチーズバー』が見事金賞を受賞しました。

　ふーちゃんのチーズバーは、お店をオープンする 15

年以上前から手掛けており、試行錯誤を重ねてきた商品

で、審査員からも完成度の高さが評価されました。

　ケーキハウスくるみの里は、これまでフミ代さん、健

一さんの２人で営んでこられましたが、昨年末、諭史さ

んが継承され、新たなアイデアや意見を取り入れながら

家族３人で商品の開発、改良に取り組んでいます。

　「これからも、皆さんに美味しい商品を届けられるよ

　　う頑張っていきたい。」と話されていました。

まちの匠

　　 ◀金賞を受賞したふーちゃん
のチーズバー。こだわりのサクサク
の生地に、濃厚なチーズの味わいが
口いっぱいに広がる絶品の一品。

　　 ◀金賞を受賞したふーちゃん
のチーズバー。こだわりのサクサク
の生地に、濃厚なチーズの味わいが
口いっぱいに広がる絶品の一品。

ケーキハウスくるみの里ケーキハウスくるみの里

※上記の記事は、企業版ふるさと納税のベネフィットとして掲

載しています。事業に関する記事は本紙６頁をご覧ください。
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